
校内教育支援センター
「いっぽ」を活用した取組

新ひだか町立静内中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【推進地域における不登校児童生徒の推移】
※R5に小学校統合のため、児童生徒数が増加

【新ひだか町不登校対策スタンダード】

不登校児童生徒数 児童生徒数 不登校出現率

Ｒ１ 20 391 5.12%

Ｒ２ 16 379 4.22%

Ｒ３ 25 361 6.93%

Ｒ４ 32 357 8.96%

Ｒ５ 26 481 5.41%

Ｒ６ 24 463 5.18%

不登校児童生徒の状態 児童生徒数

状態１ 7

状態２ 11

状態３ 1

状態４ 6

状態５ 1

【Ｒ７．１０月の不登校児童生徒の状態】



２ 目標、目指す子ども像

１．全ての児童生徒が安心して学べる学校づくり
・研修の機会の充実
・適切な学習環境の整備

３．学びの場を確保し、学びたいときに学べる環境の整備
・教育支援センターの機能強化及び校内教育支援センターの設置
（ステップ） （いっぽ）

２．一人で悩みを抱え込まないよう児童生徒・保護者を支援
・ＳＣ、ＳＳＷによる児童生徒・保護者への支援
・教育委員会と子ども家庭センターとの連携強化による支援の充実

かかわりを絶やさず、可能な支援を続ける



３ 今年度の取組

【『いっぽ』のパンフレット】

◇校内教育支援センター「いっぽ」（以下「いっぽ」）の運営

・教育相談コーディネーターを中心に、
「いっぽ」に常時１名教員を配置

・個別学習に取り組める環境を整備
・生徒の実態に応じ、学習内容を設定
・学級担任やパンフレットを通じ、不
登校生徒と家庭へ「いっぽ」を周知

・連携校への「いっぽ」の周知



【『いっぽ』の活用状況・活動内容】

◇不登校生徒に関する情報の共有

・教育相談コーディネーターと学級担
任が連携し、生徒の情報をデータ化

・「生徒支援シート」を作成
・協議会などを通じ、関係機関や連携
校と情報共有

【生徒支援シート（見本）】



◇各種アンケートの活用

〇学校風土アンケートの要素を入れ、「学校評価ア
ンケート」を年２回実施し、実態把握に活用して
いる。

〇年２回の「ほっとプラス」や「学校評価アンケー
ト（生徒・保護者・教職員）」により実態把握
を行うとともに、全教職員で課題共有を行い、教
育課程や授業改善に反映させている。



４ 取組のポイント

・学校との関係を切らない「居場所づくり」
「教室に戻す」ことを目的にせず、「少しずつでも学校
に来られる」など、個の実態に合わせて目標を設定し、
段階を踏んだ支援に努める

・生徒本人の選択に基づく活動内容
右の図は、３時間目から登校した生徒の
活動内容の例である。このように、生徒
と相談の上で「いっぽ」の活用内容を本
人のできる範囲で決めている 【活動内容（例）】



５ 成果と課題

【「いっぽ」使用数の変遷】

◇成果① 「いっぽ」使用生徒の増加

2024年５月の「いっぽ」開設
以降の使用数は右図の通りで
ある。見ての通り、使用人
数・使用日数とも前年度より
増加している。不登校生徒で
「いっぽ」なら登校できる生
徒や、授業に入れない事情が
あり「いっぽ」で勉強する生
徒など、「いっぽ」の活用が
浸透してきている。



◇成果② 通常学級に復帰する事例

事例１：生徒Aは、第１学年（2023年）の秋頃より
不登校になった。その後、2024年5月に
「いっぽ」が開設され、月2～3回程度「いっ
ぽ」に通うようになり、2025年4月から所属
する学級に通えるようになった。

事例２：生徒Bは、第２学年の後半から月に数日休む
ようになり、第３学年時は月に半分近く欠席
するようになった。５月頃より、別の生徒と
一緒に「いっぽ」に来ることが多くなった。
11月に学級担任の班編成の工夫等もあり、
所属学級で過ごせるようになり、休まず登校
できるようになった。



◇成果③ 「学校評価（生徒）アンケート」
の結果から

〇「授業が分かりやすい」という質問に対して肯定的
な回答が94.6%、「先生方は分からないことは丁寧
に教えてくれる」の質問に対して肯定的な回答が
97.6%となった。

〇「授業や学校行事で自ら考え活躍できる場面がある」
という質問に対して肯定的な回答が93.3%、「先生
方は自分の良いところを認めてくれる」の質問に対し
て肯定的な回答が95.9%、「先生方は自分の悩みや
トラブルに親身になって応じてくれる」の質問に対し
て肯定的な回答が95.8%であった。



◇課題

・完全不登校生徒への対応について関係機関と連携を密に
しながら、具体的に支援の手立てを検討する必要が
ある。

・連携校における不登校対策への取組について、連携
校の現状に合わせた、効果的な支援活動の方法につ
いて検討する必要がある。



６ 次年度以降の取組に向けて

・「いっぽ」の安定した運営と内容の充実
人員の確保と環境の整備、学習内容の充実に
向けた教科担任やICT担当等との連携を図る。

・完全不登校生徒への支援
SCやSSW、町の支援施設などと連携し、本
人の状況や家庭環境に沿った支援方法を探っ
ていく。

・連携校での取組
各校の現状に合わせた、効果的な支援活動の
方法を検討していく。


